
 

 

『
大
い
な
る
願
い 

慶
⾧
の
観
音
堂
再
建
』 

 

今
か
ら
お
よ
そ
４
０
０
年
前
の
慶
⾧
年
間
に
西
国
三
十
三
所
観
音
巡
礼
の
札
所
の
霊
場
観
音
正
寺
は
繖
山
の
天
辺
の
観
音

聖
地
に
観
音
を
祀
る
御
堂
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
観
音
堂
が
現
在
で
も
近
江
の
北
の
地
に
現
存
し
て
お
り
、
１
０
０
年

に
一
度
の
ご
縁
、
聖
徳
太
子
薨
去
１
４
０
０
年
御
遠
忌
を
機
会
に
再
建
し
、
秘
仏
千
手
観
世
音
菩
薩
三
尊
を
祀
り
、
世
界
平

和
、
人
類
和
合
、
巡
礼
文
化
興
隆
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
観
音
の
慈
悲
心
「
和
心
」
を
育
み
、
人
々
の
心
の
安
ら
ぎ
の
御
堂
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
再
建
を
発
願
い
た
し
ま
し
た
。 

ど
う
か
、
天
辺
の
聖
地
、
慶
⾧
の
観
音
堂
再
建
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
命
を
授
か
ỵ
た
足
跡
を
後
世
に
残
し
て
い
た
だ
き
た

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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内部平面予想図 



ひ
え
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け
し
Ỹ
う
う
ら
い
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お
問
い
合
わ
せ
☎
０
７
４
８
・
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６
・
２
５
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【
観
音
正
寺 

聖
徳
太
子
一
千
四
百
年
御
遠
忌
事
務
局
】 

〒
５
２
１-

１
３
３
１ 

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
安
土
町
石
寺
二
番

※
勧
進
い
た
だ
き
ま
し
た
部
材
に
は
、
氏
名
・
住
所
(
市
町
村
の

み
)・
ご
祈
願
や
御
霊
位
な
ど
を
墨
書
き
(
石
柱
は
彫
刻
)
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

お
申
し
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ổ
ド
を
読
み
取
り
、

申
し
込
み
フ
Ỿ
ổ
ム
に
記
入
の
う
え
送
信
く
だ
さ
い
。
返
信
に
て

振
込
口
座
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
部
材
勧
進
の
お

振
込
み
の
完
了
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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 勧進申込専用フォーム


